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論文内容の要旨
〔目的〕
脳幹網様賦活系は条件反射の形成に関与するのみならず，条件反射の出現に対しでも影響を与える
ことが知られている D 更に皮質誘発電位の回復率にもこの系が影響を与えるo 本実験では条件反射の
形成及び消去の経過中における皮質誘発電位の回復率を検ベて，皮質各領域の興奮性変化に相違があ
るか否かを検討，たD
〔方法並びに成績〕
犬を使用し，条件刺激として光又は音(300cps)，無条件刺激として空気を顔面に吹きつけ，両刺激
の組合せによって防禦もしくは逃避条件反射を形成した。その形成経過中及び実験的消去中に，外側
膝状体或いは中脳網様体に 2 発刺激を与えた。この刺激は外見上動物の行動に影響を認めない程度で
あり， indifferent tracer と名付けた。この tracer を条件刺激の慣れ，強化及び消去実験に用いて，
条件刺激中とその直前，及び試行間隔に与え，皮質誘発電位を記録した口記録は Frontal Sinus に不
関電極を挿入して，単極誘導を行ない，各誘発電位の初期陽性波及び初期陰性波の Peak to peak を
計測した。回復率は Conditioning stimul us による Response に対する test stimulus による
Recponse の比を求めて計算した。
1. 皮質各部位の興奮性回復曲線を求めるため， 2 発刺激の間隔 (CーT interial と略す)を50msec
"""500msec に変えて行なった。皮質誘発電位の回復率は，刺激部位や記録部位により多少の差があ
った。条件付けの各期(慣れ，強化，消去)における回復率の変動は， C-T interval が 80msec 
において著しかった。この際の検査成績は，慣れ強化或いは消去工作で充分反応を得た後に比較
した。
2. 条件反射の慣れ工作では回復率は次第に低下し，これに無条件刺激を組合せて強化を行なうと，
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回復曲線は上昇して Control よりも回復がよくなった。次いで実験的消去を行なうと，再び回復率
は低下して Control より低下したD
:3. 各trial による変化を詳しく追求するために， C -T interval を 100 msec と 300msec の 2 つ
に限定して条件刺激中の回復率を検べると，慣れ工作の初期においては，一時的に回復がよくなる
場合があったが，反射して刺激を与えると徐々に低下して Control より低くなった。ついで、強化を
行なうと，最初は回復率は高い値を示したが，末梢反応の消失と共に徐々に低下した。
4. 上記の変動は，条件刺激に特殊な皮質領野においては 3 期を通じて明瞭に見られたD 無条件刺激
に特殊な領野では，条件刺激の慣れ工作による回復率の低下がそれ程見られず，強化を行なった場
合にその上昇が著明であった口他の領野においても，回復率に変動を認めたが，条件刺激及び無条
/件刺激に関係ある特殊領野程には著明でなかった。この所見は tracer として用いた刺激部位の差
;違によっても相違しなかった。例えば，条件刺激としての聴覚刺激，無条件刺激として air puff を
，用いた場合， tracer が中脳網様体刺激であっても，外側膝状体であっても，皮質聴覚領においては
3 期の回復率の変動が著明であり，知覚運動領では強化及び消去期における変動が著しかった。こ
:れに対し視覚領の回復率の変動は著明ではなかった。
論文の審査結果の要旨
条件反射形成経過中の脳内諸構造における電気活動変化を追求する方法は，従来種々利用されてい
るが，誘発電位の回復率を利用した報告は見ない。本研究では，条件反射の際の皮質興奮性変化を検
討するため，皮質誘発電位の回復率の推移を観察した。第 1 の実験では，光叉は音を条件刺激とし，
air puff を無条件刺激とした古典的防禦条件付けの実験中に，不関刺激として中脳網様体，外側膝状
体，内側膝状体に同一 2発刺激を与え，この刺激の間隔を適当に変化させることにより誘発電位の回
復率を検べた。一般的傾向として，条件刺激に対して慣れ工作を行なうことにより回復率の低下が見
られ，無条件刺激と組合せて強化すると上昇し，次いで実験的消失により再び回復率が低下する。こ
の変化は，条件刺激に関連ある皮質領野では，慣れ，強化及び消去の 3 期を通じて著明に見られた口
無条件刺激に関連ある皮質領野では，強化期の回復率上昇が著明であった。これに対し，条件刺激，
無条件刺激に直接関連のない皮質領野では，その変動は最も少なかった。なおこれらの回復率の変化
?は，不関刺激として用いた脳内刺激部位とは関係がなかった。
第 2 の実験では上記脳内刺激を条件刺激として，同様の条件反射を形成し，条件刺激に対する皮質
:誘発電位回復率を追求したD この場合は，特に慣れ工作における回復率の変化が小さく，不関刺激と
して用いた時より回復率の変化は小さかった。しかし無条件刺激に関連ある皮質領野では，強化によ
る回復率の上昇が著明に見られた。
条件反射形成経過における興奮性の変化を，条件刺激及び無条件刺激に関連ある皮質領野において
:認めたことは，条件反射の神経メカニズムを理解する上に貢献すると考えられる。
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